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  Transrectal ultrasonotomography for prostatic cancer is described， This method is useful not
only for diagnosing and staging prostatic cancer， but also for appreciating the effect of treatment for
prostatic cancer，



















































82 泌尿紀要 28巻 1号 1982年
（a）
Fig・1・前立腺癌の超音波断層像
    （a） 前後径の長い変形を呈す
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84 泌尿紀要 28巻 1号 1982年
Table l．前立腺腫瘍のreduction timc
    腫瘍部分正常前立 Reduction症例  の容積（a）腺容積（b）  time（τ）      cm3 cm3 1 days
5． ま  と  め
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
24． 7
13．2
12．0
7．7
8．0
20． 4
15． 8
5．3
3．6
5．1
20． 8
16．9
17． 9
14． 5
9．8
9．5
19． 5
14． 2
18．4
9．2
25． 3
5．8
6．6
30． 3
38．7
37．2
32．0
20． 9
3．0
20．9
 ここでさらにreduction timeτと組織型との関係
について比較検討した．まず組織学的に良く分化した
前立腺癌についてみると，治療に著効を呈し，早期に
縮小するτの短い癌と，逆に縮小に時間を要し，治療
効果があがらないと考えられるτの長いものとがみら
れた．一方，未分化の癌の中においても，早期に縮小
するτの短いものがみられた．このことから治療効果
と組織学的な分化の程度とは必ずしも相関するもので
はないと考えられた、すなわち，それぞれの前立腺癌
は独自の性格をもって治療に反応していることが推察
された．さらに今後症例を重ねてこの点について検討
する予定である．
 前立腺癌を中心とした超音波診断について述べた．
本法の前立腺癌に対する有用性についてはすでに評価
が定着しており，臨床的に幅広い応用がなされてい
る．今後さらに前立腺癌の病態解明にせまる1つの手
段として，本法の一層の発展が期待される．
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